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○ 担当 それでは、お時間が参りましたので、私から最初に配付資料の確認等をさせて

いただきます。 

 本日お配りいたしました資料は、本日の次第、資料１「答申文案」、資料２「令和６年

度使用学校教科用図書審議会（第２回）会議録」でございます。 

 よろしいでしょうか。 

 本日ですが、委員一名からは御欠席の連絡をいただいております。 

 それでは、早速、委員長に審議を進めていただきます。よろしくお願いします。 

○ 委員長 それでは、皆さんよろしくお願いします。 

 「令和６年度小学校教科用図書審議会」、第３回を開会いたします。 

 初めに、審議の進め方について確認いたします。 

 前半は、第２回の審議会に続き、本日は音楽、図画工作、家庭、保健、外国語、特別の

教科道徳の教科用図書を検討の上、文京区立小学校が令和６年度より使用する教科用図書

として望ましいものを答申するための審議をしていただく予定でおります。ぜひ、本日道

徳まで無事に行けますように、御協力をお願いいたします。 

 審議を進めるに当たって、調査研究委員会のまとめ、基礎資料が出ているかと思います。

そちらにまず目を通していただいて、その中の出されているものを確認するので教科書を

見ていただくというような形で御意見をいただきたいと思っております。 

 配付資料については、先ほど事務局より確認がありましたとおりでございます。審議を

進めるに当たって、これまでの資料を基にということで、よろしくお願いいたします。 

 それから、最後に、記録の情報公開について確認をさせてください。本審議会の審議内

容については、個人名を伏せて、話を要約させていただいたものを記録としてまとめるこ

ととなっております。 

 記録については、８月31日まで時限秘となり、それ以降、情報公開の対象となりますの

で、御承知おきをください。 

 では、よろしいでしょうか。 

 それでは、審議をまず音楽から始めていきたいと思います。 

 皆さん、前回配付いたしました調査研究委員会からのまとめがあるかと思います。こち

らに目を通していただいて、その上で教科書のほうにもお目通しをいただいて、御意見の

ほうを頂戴できればと思っております。 

 音楽については、２つの出版社があります。ですから、時間的には、後半が教科書の会

社が５つとかありますので、まず、時間を３分程度取りたいと思いますので、調査研究委

員会のまとめのほうからお目通しをいただければと思います。 

 それでは、委員の皆様、いかがでしょうか。音楽、教育出版と教育芸術社ということで

ございます。こちらの教科書のこういうところが、調査研究委員会のところに書かれてい

たこういう点でやはりよかったとか、それ以外の視点で何かそれぞれの教科書のよさとか、

使いやすさとか、文京区の子供たちにより合っているのではないかというような視点で御
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意見をいただければと思います。 

 では、どなたかいかがでしょうか。 

 私のほうから。私は個人的にはリコーダーがとても苦手だったので、リコーダーの始ま

る３年生の教科書を見てみました。教育出版のほうと、あと教育芸術社を比べますと、タ

ンギングと息の使い方というところでいくと、教育芸術社のほうが、より具体的に息を出

すってこういうことだよと、紙を置いて息の出し方が具体的に表現されていて、リコーダ

ーで大事なタンギング、息の使い方みたいなものがより具体的に視覚化されて提示されて

いるのは教育芸術社のほうが分かりやすいなというような感じを受けました。吹き出しを

使って大切なポイントをまとめているみたいなところもあったかなと思っています。 

 ほかの委員の皆さん、いかがでしょうか。 

 何かございますか。 

 では、お願いします。 

○ 委員 今、リコーダーのタンギングというお話があったのですけれども、私は１年生

の鍵盤ハーモニカのタンギングをちょっと見てみたのですが、こちらでは教育出版のほう

が、タンギングをする場合、同じ音を吹く場合には鍵盤を離さずに押さえたままで、いわ

ゆるタンギングで音を切って出すんだよということが、こちらは教育出版のほうが丁寧に

教科書に出ているなという感じがしたのです。なので、鍵盤ハーモニカからのリコーダー

がタンギングがすごく重要だなと思うので、子供たちも難しいところなので、始まりの学

年の段階でしっかりと教えてくれているのは、教育出版のほうがいいのかなと思いました。 

○ 委員長 リコーダーと鍵盤ハーモニカ、タンギング、その教科書でどこで力を入れて

丁寧にというのは、教科書によっても違うところはあるのかもしれないですね。ありがと

うございました。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 審議会の資料のほうで、教育出版のほうの教科書の写真、挿絵が児童の心象に

合っているというのがあって、今日ちょうど５年生の音楽鑑賞教室、オーケストラを見て

きたのですが、そのオーケストラについての取り上げの写真が、教育出版はこの感じでが

っとページ数を使ってこういう形なのですが、教育芸術社のほうはこの形で、それぞれの

楽器については、教育芸術社のほうが大きく取り上げているのですが、パートについては

具体的にこちらはそれぞれをやっているというところでは、こちらに書いてあるとおり教

育出版の児童が自分のイメージを膨らませというところでは、ちょうどそういうところが

見られたかなという感じでございます。 

○ 委員長 ちょうど今日、鑑賞教室でしたからね。今の写真を見たら、あれ、シビック

かなと一瞬思ってしまいましたけれども、違いますね。 

 でも、ここにある子供の心象に合っている、心に残りやすいみたいなところの工夫とい

うのは教育出版のほうが、一つオーケストラを取り上げても多少違うところはあるのかな
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と思います。 

 ほか、いかがでしょうか。 

○ 委員 同じ意見、重なってしまうのですけれども、教育出版の挿絵とか写真がすごく

きれいで、全く同じ意見なのですけれども、ほかのところで見ても『朧月夜』で菜の花畑

の写真が貼ってあったりとか、歌のイメージを広げるのにすごくいいなというふうに思い

ました。 

○ 委員長 ほかの学年のほかのそういうところも、効果的な部分がというところですね。

ありがとうございました。 

 教育芸術社の教科書については、何か委員の皆様、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 まとめのほうにも書かれてはいるのですけれども、「見つける」「考える」「歌

う」というふうに記述されていて、何を学ぶのかとか、そういったのがすごく分かりやす

くなっているなというのが教育芸術社かなというのを感じます。どの学年においてもしっ

かりそういうのが書かれていて、自分たちで何か考えるとか、そういうのは音楽において

創造性を育むという意味ではいいのかなと感じました。 

 ただ、もう一つの教育出版のほうは、表現というものを意識して教科書がつくられてい

るなというのを感じていて、歌の表現を楽しもうというページがあえてつくられていたり

とか、世界の表現の仕方みたいなものがあって、例えば日本だったら太鼓の絵が描かれて

いたりとか、ヨーロッパのほうだと女性の方が山をバックに歌っているような写真があっ

たりとか、そういう各国の音楽的な伝統をしっかり写真に残しているような感じを得たの

で、そういった表現というものを意識しているのがこちらの教育出版のほうなのかなとい

うのを感じました。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 では、ほかはいかがでしょうか。 

 私は今、ぱっと見ていたのですけれども、二次元コードと言うのですか。教育芸術社は

右側のページの上に全部これがあるのですよね。見やすいというか、私は自分、個人的に

は気が散りやすいので、こういうふうに固定していただけると、そういう見やすさ、使い

やすさもあるのかなということは感じたところです。 

 では、音楽につきましては、事務局のほうから何かございますか。 

○ 担当 今、お話がありましたとおりなのですけれども、やはり教育出版のほうは写真

や挿絵の部分が児童の心象に合っている。もちろんまとめにはございますが、児童のイメ

ージを広げるような表現というところを意識した構成になっているのかなと思います。 

 その話で言いますと、題材構成は非常にシンプルですので、子供たちに考えさせるとい

うところをメインに非常に考えられているような構成内容になっているという点が特徴的

だなと思います。 

 教育芸術社につきましては、今、お話がありましたとおり、「見つける」「考える」「歌
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う・演奏する」というのがパッケージ化されているというところも、比較的見やすい構成

になっているのかなと。 

 逆に、児童の引き出し、気づきというのが全て吹き出しで表現されていますので、子供

たちが授業を進める上での手助けになるというところも、まとめのほうには書かせていた

だいております。 

 以上です。 

○ 委員長 吹き出しにいいヒントとなることが書いてあるよということを含めて、パッ

ケージ化がというところでしたね。分かりました。 

 それは、どうでしょうか。委員の皆様、音楽につきましてはもうよろしいですか。 

 委員の皆様から意見のほうをいただいたということにしたいと思います。 

 では、次に参ります。次は図画工作で、図画工作につきましても２つの出版社から教科

書が出されております。まず、ちょっとお時間を取りますので、図画工作についても調査

研究委員会のほうの内容を確認していただきながら、教科書に目を通していただければと

思います。お願いします。 

 では、いかがでしょうか。委員の皆さん、何か御意見はございますか。 

 お願いします。 

○ 委員 開隆堂のほうのまとめの２番にもあるように、今、ＱＲコードを見てみたらワ

ークシートが結構入っていて、これは非常にいいなと思いました。それを開くとワークシ

ートが出てくるのです。校務改善にもいいなと思います。 

 こちらにもいろいろ入っていますけれども、ワークシートという点では開隆堂のほうが

充実しているというか、そのまま使える感じで入っています。 

○ 委員長 文教出版はまた違うのですか。 

○ 委員 はい。用具の使い方とか作品例とかは豊富に入っています。 

○ 委員長 その辺は豊富に入っていると。分かりました。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 感覚的な話になってしまうのですけれども、図画工作ということで、どちらも

作品の写真が多いのですけれども、日本文教出版のほうは何となく作品の一覧というか、

そういう感じがするのですけれども、開隆堂さんのほうは、同じような作品の写真ではあ

るのですけれども、何となく作り方というか、その背景が想像できるような写真だったり、

全体の雰囲気がですけれども、言葉にするのは難しいのですけれども、そういうふうな印

象を、１年生から見て、６年生まで見たのですけれども、そんな感じをちょっと受けてい

ます。 

○ 委員長 例えば調査研究委員会の資料で、ユニバーサルデザインの観点に配慮したレ

イアウトみたいなところで、同じような写真でも開隆堂さんのほうがちょっと分かりやす

いとか。 
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○ 委員 作り方の工程がとか、特に書いてはいないのですけれども、恐らくこういうふ

うな作り方ではないだろうかという、詳しい工程は順序が逆になったりするかもしれない

けれども、何となくの構図が見えるというか、湧く感じが。 

○ 委員長 見えるようなということですね。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 ちょっと視点が違うかもしれないのですけれども、開隆堂さんに関しては、ど

のページにも「学習のめあて」としっかり書かれているのです。もう一つの文教出版さん

のほうは、同じようなことは書かれているのですけれども、「学習のめあて」と書いてい

ないので、一々しっかり読まないとぱっと目に入ってこないような印象を受けまして、何

をめあてとしているのかというのをぱっと見やすいのは、開隆堂さんのほうなのかなとい

うのを感じました。 

○ 委員長 確かにここに書かれているのと、「学習のめあて」、その表記の仕方という

か。 

○ 委員 同じようなことは書かれているのですけれども、「学習のめあて」と書かれて

いるので、こういうことをやるのだというのがすぐ頭に入りやすいのは開隆堂さんのほう

かなというのを感じました。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 私、１年生で見たのですけれども、最初、１年生の出だし、こんな感じで１年生、こん

な図工のお勉強をするのだよと。私、文教出版のほうはこれはすてきだなと思ったのは、

もうあまり細かい説明なく、子供たちが作るとか、丸めるとか、見るとか、丸ごと友達と

とか、触るとかとあるのですけれども、その裏面にいろいろな素材がぶわっと。いろいろ

な形があって、いろいろな色があって、いろいろな使い方ができそうだなと。日本文教出

版のほうは、子供はこの表現、これを見たときにいろいろ想像が膨らむのかなと。だから、

１番のところ、意欲とか興味・関心を引き出す配慮は、この素材丸ごと。 

 こっちはどうかというと、開隆堂さんのほうは、子供が何かその素材を使って実際に動

いている、活動している姿。だから、これはこれで、こんなふうにやるんだというのはあ

れだと思うのですけれども、ここはそこまで書いていないのですが、これだけたくさんの

ものが散りばめられていると、何かいろいろなことができそうとか、音が聞こえてきそう

とか、匂いがしてきそうとか、そういう興味の引き出し方が日本文教出版さんの１年生だ

けですけれども、最初のページを見ただけちょっと感じたところはあります。 

 ほか、いかがでしょうか。ほかに文教出版さんのほうで何か工夫されているところとか、

私も１・２年生中心に見てしまったので、ほかの学年でもし何かこんなところがというの

があれば。いかがですか。 

 事務局のほうからございますか。 

○ 担当 先ほどもお話がありましたが、開隆堂出版のほうは、全学年共通して育てたい
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力が３つのキャラクターで３観点、知識・技能、思考力・判断力、表現力・主体的に学ぶ

態度のところが書かれているので、各学年の目標は捉えやすいということでした。 

 もう一つ、開隆堂は、全ての作品にナンバリングされていて、どの図版案を見ればいい

かというところと、写真と文字の隙間が大きいので児童にとって見やすいというのがあり

ました。 

 日本文教出版に関しては、冒頭の見開き、一番最初の見開きのコラムに、紙を開いたと

ころに書いてありますが、「学習の進め方」ということで、授業の進め方がイラストとと

もに紹介されて、造形遊び、子供たちが考えてやるような遊びのところでの支援の援助に

なるということでした。 

 あとは、先ほど話がありました見出しやレイアウトの工夫、吹き出しのアドバイスや大

きな写真の配置、それが児童の意欲・興味・関心を引き出すという配慮で使われていると

いうことがございました。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 それでは、図画工作のほうはいかがでしょうか。と言いながら、私、気づいてしまった

のですけれども、文教出版さんの１年生なのですけれども、最後、資料ではさみはこんな

ふうに切るのよ、使うのよというところが、ただ、描く、切る、貼る、付けるという分け

方がしてあって、開隆堂さんのほうは、学びの資料として、はさみの使い方、のりの使い

方、紙目の話とか、何か使う用具、描くものいろいろあるね、クレヨン。私は、分け方と

しては、切るというときには、はさみを使って、あと手でちぎるというのも。あとは描く

というと、クレヨンもあるし、絵の具みたいなものもあるのだよと。だから、図画工作の

中で学びに使っていく大きなところが、その中にはさみがあって、具体的にはさみの使い

方というよりも、こんなほうが子供としては、描くときにはどうすればいいんだっけなと。

描くの項目を見ればいい。この見やすさは、さっきの表紙のところと同じように、子供に

とって項目の分け方としてはすごく分かりやすいから、描くときはここを見ればいい、切

るというのは、はさみで切る、または、手で切る場合にはちぎると言うのかもしれません

けれども、日本文教出版はそういう項目の分け方が結構子供目線で分かりやすいかなとい

うようなことを、今、お話を伺って見ながら感じたところです。 

 ということで、図画工作のほうはよろしいでしょうか。 

 図画工作については、御意見をいただいたということで、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、図画工作の裏になります。家庭です。家庭については、これも２つの出版

社のほうから出されています。まずは調査研究委員会の報告、まとめのほうを御覧いただ

きながらということで、少しお時間を取ります。よろしくお願いします。 

 家庭科は５年生からということで、５・６年生で、両方とも１冊になっているというよ

うな状況です。では、よろしくお願いします。 

 委員の皆様、いかがでしょうか。家庭科について、何か意見はございますか。 
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 お願いします。 

○ 委員 東京書籍の７番のところに、「玉どめ」「玉結び」のよい例だけでなく悪いも

ということで、５年生で最初にやるところで、東京書籍の30ページ、31ページ、31ページ

の丸のところです。マル・バツというところが「玉どめ」の悪い例、いい例が載っている

というところなのですが、開隆堂で同じところのページ、22ページ、23ページを見ると、

確かにこっちはいい例しか載っていないのです。23ページの丸の上の２つ。ですが、開隆

堂のほうの５番、見開きで活動の流れが完結しているため、全体の見通しが持ちやすい。

また、左から右の流れで統一されており、下地の色がついて見やすくなっているというと

ころで言うと、針と糸を使って縫ってみようという全体の流れは、開隆堂のほうが１ペー

ジで見やすくなっていて、東京書籍のほうは、これだけでは活動が見えなくて、後ろのほ

うまで、前後が入って１つの活動になっているというところで言うと、活動の流れという

ところで言うと、開隆堂のほうが見やすいのではないか。 

○ 委員長 ということは、その分、ページ数がこっちのほうがかさんでいるのですかね。

細かく載っているということですね。 

○ 委員 細かく載っている部分はあるかもしれないです。 

○ 委員長 でも、一目でというと、開隆堂出版のほうが、細かく次のページでというと

ころであれば、東京書籍のほうがより細かいということもあるかもしれませんけれども、

見開きで完結がある程度して見やすいというところは確かに。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 私、ちょっと見ていて、裁縫のところ、始まるところ、開隆堂は「ソーイング初めの一

歩」、こういうタイトルで始まっているのです。東京書籍は「一針に心を込めて」。タイ

トルのつけ方も、東京書籍のほうが私好みかなと。ただソーイング初めの一歩よと言うよ

りも、一針に心を込めて、一針一針。その単元の最初に子供たちにどう伝えていくかとい

う視点でいくと、その辺、子供たちへのメッセージ性が東京書籍のほうがあるかなと、そ

んなことを感じました。 

 あとは、その下に学習の流れということが書いてあって、開隆堂さんのほうは「学習の

めあて」ということで、こういうめあてで、「気づく・見つける」「わかる・できる」「生

かす・決める」という、この一連のステップが展開できるようになっているというところ

に合わせてめあても書かれているので、そこはそれぞれ分かりやすさがあるかなと思いま

した。 

 今、裁縫のところだけだったのですが、ほかのところでいかがですか。 

 どうでしょうか。 

○ 委員 先ほど「玉結び」「玉どめ」の部分でもそうだったのですけれども、私はミシ

ン縫いのところを見てみたのですけれども、なかなか今、ミシンを使うというのが子供た

ちの生活の中に普通というのではない今の世の中かと思って、一方で、ミシンは子供たち

も意欲を持って、けれども難しいというところかと思うのですけれども、先ほどありまし
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たけれども、開隆堂さんのほうは、見開きでミシンの使い方が分かりやすく載っているな

というのはあるかなと思います。 

 東京書籍さんのほうは、どうしてもページが見開きではない形で進んでいくので、いろ

いろページを行きつ戻りつして見なければいけないのかなというところはありました。 

 それと、一言で言うと暮らしというか、家庭科なので、暮らしという部分で学んでいく

教科でもあると思うのですけれども、開隆堂さんのほうは、そういった暮らしという意味

では、すごく目次とかを見ても詳しく載っているなと思ったのですね。そういう意味だと、

暮らしについてしっかり考えていくというのだと、文京区の子供たちには合っているのか

なという気はしました。 

 以上です。 

○ 委員長 家庭科は、自分の身近な暮らしというところが、そこにどう生かしていくか

というようなところがありますね。 

 そういえば「生かす」で、例えば開隆堂さんは「気づく・見つける」「わかる・できる」

「生かす・決める」でやっているのですが、東京書籍のほうは、見つめよう、計画・実践

しよう、生活に生かそう、新しい課題を見つけようがベースで、それプラス生活を変える

チャンス、生活をよりよく、さっき委員のほうからもありましたけれども、暮らしという

ところ、開隆堂とは違う迫り方だけれども、プラスでそこを学習の進め方の中で捉えてい

るところは、それはまた見やすさでもあるかなと思いながら、ＳＤＧｓというところが調

査研究委員会の中でもあるのですけれども、東京書籍はＳＤＧｓという単独のページがぽ

ろぽろと出てくるのです。開隆堂さんは、ＳＤＧｓみたいなことはどこか。 

○ 担当 開隆堂は、一番最初の２ページのところに、見開きのこの状態になっていると

ころにＳＤＧｓが。 

 それと、東書のほうは、43ページに単独でページがございます。 

○ 委員長 だから、どこでＳＤＧｓということを意識させていくかみたいなところがあ

るかもしれないですね。あとは、どちらのほうが分かりやすく子供たちがそれを意識して

学習を進めていくことができるかみたいなところかなと思いますけれども、両方ともＳＤ

Ｇｓについては触れているということですね。 

 ほか、いかがでしょうか、委員の皆さん。 

 お願いします。 

○ 委員 東京書籍さんのほうが、「成長の記録」というのが６ページ、７ページにあっ

て、次へのチャレンジというのを一つ一つの項目で書かせるというのは一つ特徴かなと思

っていて、私、キャリアコンサルタントの観点で言うと、キャリア教育のような感覚を得

るというか、子供たちに将来なりたい自分みたいなものを考えさせるような、そういう項

目の書き方になっているなというのを感じました。 

 もう一つの開隆堂さんのほうは、次へのチャレンジとか、成長を記録できるような部分

が多分ないのかなと思うのです。なので、そこが違うのと、開隆堂さんのほうもキャリア
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インタビューというのが載っているのです。東京書籍さんも、プロに聞くということでキ

ャリアインタビューに近いものが載っているのですけれども、そういった意味では、両方

ともそれはあるのですけれども、その中でも東京書籍さんは、プロに聞くという欄の上の

ＱＲコードを読むと、動画が見られるのです。そのお仕事をしている方の特集動画みたい

なものにたどり着いたので、それはそれで面白いなというのを感じました。 

○ 委員長 そことつなげて、いろいろ詳しい資料にもつながってくということですね。

ありがとうございました。 

 では、事務局のほういかがですか。何かございますか。 

○ 担当 東京書籍さんのほうで話に出たのは、先ほどお話があったＳＤＧｓだったり、

あと根拠となるデータですね。体力とか熱中症とかというところの部分で、根拠となるデ

ータを多く載せているということでした。 

 開隆堂さんのほうは、先ほどお話にあった見開きで活動が完結しているので、子供たち

が教科書を使う際に、自分たちで練習するときに見開きで置いた状態で練習ができるとい

うようなところで視点としてはございました。 

 以上です。 

○ 委員長 ということで、先ほど委員の皆様から出たところが特徴として調査研究委員

会の中でもかぶって意見が出されていましたけれども、家庭科のほうは以上、意見を出し

ていただいたということで、次に移りたいと思います。 

 次、保健になります。保健については幾つかというか、結構あります。東京書籍、大日

本図書、大修館、文教社、光文書院、学研というふうに６つございますので、会社として

は多くなっておりますので、ちょっと長めに時間を取りますので、まず調査研究委員会の

ほうの内容を御覧いただいてということで、お願いいたします。 

 では、委員の皆さん、いかがでしょうか。たくさんあるので、この教科書についてはま

ず、アットランダムにここについてはこういうところがとても見やすくていいのではない

かとか、その教科書のよさを出していただければなと思っています。 

 いかがでしょうか。何か委員の方、ありますでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 大修館書さんが、見開きで「生活の中の保健を探そう」というのが、３・４年、

５・６年、両方ともそうなっていて、５・６年に関しては新聞の記事なんかが載っている

のですけれども、「生活の中の保健を探そう」となっているのが、ほかのところと違って

特徴的で、ほかのところは結構健康についてとか、単なる目次になっていたりとかしてい

るので、生活の中に保健があるということから、保健を身近に感じられるというのは面白

いなと感じました。 

○ 委員長 大修館の。 

○ 委員 最初の見開き、完全に見開きになっている。５・６年は新聞の記事とかが載っ

ている。 
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○ 委員長 保健と生活とをつなげていくような、最初に子供たちに考えさせ、身近な中

で意欲化を図るみたいなところですかね。ありがとうございます。その辺の工夫がほかと

ちょっと違いますものね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 授業で実際に活用する場合に、保健というのはあまりノートを保健用に用意し

たりとか、ワークシートを時間をかけて作ったり、なかなかそこまで手が回らないですよ

ね。そういう意味で言うと、学研のものは非常に書き込んだりするようなところも豊富に

あって、ワークシートとかを作る暇がなくても、教科書だけで授業ができるような感じで

構成されているかなと思いました。非常に流れもすっきりしていて、資料が絞られている

分、すっきりしている印象を受けました。 

○ 委員長 そうですね。学研のほうは書き込みの場所に罫線も入っていたりして、これ

がこのまま教科書イコールノートという使い方も、気づいたことを書き入れるというとこ

ろでは、分かりやすいということですかね。ありがとうございます。 

 ほかのところ。 

○ 委員 全部見たけれども、学研が断トツでそうでした。 

○ 委員長 例えば東書なんかを見て、「書こう」というマークはあるのだけれども、罫

線があるかないかでも全然書きやすさは違いますものね。分かりました。ありがとうござ

いました。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 保健の授業で印象に残っているのが、近所の子が、どうやって赤ちゃんつくる

のというのをすごい質問されたことがあって、教科書で詳細はもちろん書けないですけれ

ども、ちょっと今見たところ、おなかの中に赤ちゃんが入っている絵がきちんと描かれて

いるのが、大日本図書と、あと光文書院だったかな。３社ぐらいあって、光文書院も載っ

ていて、でも、大日本図書のが割と詳細な感じに描かれていて、こういうのも資料として、

ここで目に触れるって大事なのではないかなと思うので、きちんと描かれているほうが一

次資料としていいような気がします。東京書籍も、おなかの中に赤ちゃんがいる絵が描か

れていますね。 

 文教社とか、ほかでも載っていないところもありまして、親目線で言うと、そこはきち

んと描いてくれているほうが、一次資料としてありがたいなと思いました。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 どの程度の資料が、教科書によって資料の描かれ方、入れ方が違ってくるのだけれども、

例えば今の大日本図書なんかは、新しい命というところ、それが子供の今後の学びにもつ

ながるかもしれない。興味にも。あとは、ある程度のことがこれを見ながら想像できると

いうところもあるかもしれませんね。人の誕生、理科との関わりのところについても。分
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かりました。ありがとうございます。 

 ほか、いかがでしょう。 

 東京書籍とか、文教社、光文のところについては、見やすいなとか、その辺の御意見は

ございますか。例えば東書はどうですか。東書だけにこだわらず、ほか、何かあれば。 

 いかがですか。 

○ 委員 がん教育について、６年生で扱うようなことになっているのですが、扱いの程

度に大きな違いがあるところがあるのですけれども、教科書が多過ぎて、今、比べている

最中なのですが、生活をどう変えていくかというようなことが書かれていたり、身近な病

気であるというようなことはどう書いているかというところによって違いがあるというと

ころで、ごめんなさい、まだ調べ中です。多過ぎて。 

○ 委員長 文京区は、がん教育については順天堂大学とも連携しながら各校で講師の方

に来ていただいてとかがありますので、文京区としてはその辺、もう誰でも起こり得るの

だよと。そこにどうこう向き合っていくかみたいなところは、その辺が保健の教科書とリ

ンクしてくるとね。 

 何かありますか。 

○ 委員 私も、やはり文京区はがん教育ということで、比較して見てみたのですけれど

も、６社あるうち４社は、少なくともページを半分もしくはそれ以上割いて表記している

かなと思ったのですが、大修館と文教社は、ほかの４社と比べて少ないのです。なので、

文京区としては、やはりある程度きちんと押さえている教科書のほうがいいのかなという

ふうに思いました。 

○ 委員長 例えばがん教育は、文京区はやはり区としても力を入れて、大学との連携と

いうところでいくと、取扱いがある程度大きいのが東京書籍、大日本、あと光文、学研と

いうことですかね。分かりました。 

 文教社。 

○ 委員 69ページにちょっと載っています。上のところに、がんや心臓病などの病気に

かかりやすくなりますと、ここに載っているのですけれども、ここしかないのかなと。 

○ 委員長 やはり扱い方というところが軽重があって、文教社はその辺はあれなのかも

しれないですね。分かりました。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 担当 今、話題になったがん教育のところで、文教社のほうですと、60ページを開い

ていただくと、発展的な学習というところで、もっと考えようかというところで、がんに

なるリスクを下げようというところで少し触れられているところもございます。 

○ 委員長 発展的なそこのところでということですね。 

○ 委員 １ついいですか。別のことでも。 

○ 委員長 いいですよ。 
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○ 委員 心の悩みとか、心のことについて書かれているのが各社あるのですけれども、

光文書院で扱われている人との接し方を考えてみようという、18ページと19ページに見開

きで書かれているのがあるのですけれども、各社、箇条書きでいろいろなことを書かれて

いるのですけれども、この会社はシミュレーションというか、自分ばかりを優先したとき

とか、相手ばかりを優先したときとか、具体的にすごいシミュレーションがあって、子供

目線だと、あっと思い当たるようなところがあるのではないかなと思って。 

○ 委員長 それはどこにあるのですか。 

○ 委員 光文書院の18ページと19ページに書かれているのですけれども、ここの会社の

取扱い方が一番具体的で分かりやすかったのと、ＳＮＳのことについても右下に書かれて

いて、これはこの年代で物すごく参考になるのではないかと感じました。 

○ 委員長 自分ばかりを、相手を優先、アサーティブなあれですよね。アサーションみ

たいなところですね。それが光文書院は分かりやすい。 

○ 委員 こういう例で書かれているのは、ほかはなかった。似たようなところはあるの

ですけれども、相談してみようとか、そういうのもあるのですけれども、この書き方はす

ごくいいと思いました。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 私、今、改めて見ていたのですけれども、文教社の３・４年生のところ、ワンポイント

でいろいろ吹き出しの中で大事なことをとかと書かれているのですけれども、例えば22、

23ページ、ちょっと待ったとか、ここが大事とか、その辺がすごく見やすさがあるなと。

だから、ちょっと待って、もう一回この大事なところを考えてみようねと。それぞれの教

科書が大事なポイントをもう一回考えさせてほしいです、ここを考えてほしいんだよねと

いうことを、デザインだったり、いろいろな資料を入れたり、ワンポイントの吹き出しで

とか、その辺の工夫をされていると思うのだけれども、例えば文教社なんかはその辺がす

ごく分かりやすいところがあるかなと。 

 あとは、それぞれの時間のめあてと、本時のメニューと、あと吹き出しにポイントにな

るようなところという、最後にちょっと待ったでもう一回自分に落とし込んでいくとか、

もう一回そのポイントを考えてねという構成がすごく分かりやすいところあるかなと今、

見ながら考えたところです。 

 教科書が多いとどこで見たのか探すのに時間がかかってしまって、そういうところもあ

るのですけれども、先ほどのがん教育のところはもう平気ですか。 

○ 委員 大丈夫です。 

○ 委員長 では、事務局のほうからございますか。 

○ 担当 まとめにあるところでもございますが、東京書籍につきましては、養護教諭や

栄養教諭、スクールカウンセラーなど、身近な大人のアドバイスが載せられているような

掲載があって、特徴的なところがあるのかなという指摘がありました。 

 あと、大日本図書につきましては、学習の見通しが非常に持ちやすいということで、構
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成上の特徴として指摘をいただいているところです。 

 そして、大修館につきまして、御指摘があったとおりで、表紙裏のところ、関心を持た

せるというところで非常に特徴を出していたかなというところと、あと話合いを想定され

るような、自分で考えて、その後、友達との交流が持てるような構成上の工夫というとこ

ろが指摘として挙がっておりました。 

 あと、文教社は、写真が割とほかの社より多いような印象がありまして、写真とイラス

トとグラフとかいう組合せのところが工夫として御指摘が上がっているところです。 

 あと、光文書院につきましては、これも御指摘があったとおりで、自分の生活に生かす

というところがかなり意識された構成になっておりまして、都度学んだことが自分の生活

の中のどこにという考える部分が示されているというところで特色を出していると思いま

す。 

 最後、学研につきましては、構成のところで、これも各単元が４つのピースで構成され

ていまして、学習者としてはこれも非常に見通しが持ちやすいということが言えるかなと

思います。あと、御指摘がありました書く分量として、罫線もあって、非常に取り組みや

すいということは御指摘の中でありました。 

 あと、全体で言えますけれども、各社デジタルコンテンツもかなり工夫されていまして、

ワークシートが多い会社があったりですとか、動画が多い会社があったりですとか、そう

いった多少の差はありますけれども、かなりデジタルを意識した教科書構成になっている

という御指摘です。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 それでは、保健のほうは意見をもういただいたということで、よろしいでしょうか。 

 続きまして、外国語でございます。外国語も６つ出ておりますので、ちょっとお時間を

取ります。よろしくお願いいたします。 

 では、いかがでしょうか。委員の皆さん、何か。 

 辞書がついているところもあれば、その辺が東京書籍、開隆堂、三省堂はディクショナ

リーが別冊でついていたりとか、ついているから分かりやすい、ないから分かりにくいと

いうことではないのだけれども、一つ教科書とは別にこのような形でまとめているという

のは、見やすさとしては、またそこにコードがあって、そこからいろいろ入れるというこ

とだと思うのですけれども、この辺もその教科書会社の特色なのかなということを感じま

した。東書、開隆堂、三省堂については、そのような別冊のディクショナリーがついてい

るというところがありました。 

 ほか、何かお気づきの点、御意見等ございますか。 

○ 委員 そのディクショナリーで、教室で使う英語、特に会話文が載っているのが、『Ｈ

ｅｒｅ Ｗｅ Ｇｏ！』のやつだから、光村と。 

○ 委員長 光村もついているの。ごめんなさい。光村もついているのですね。 
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○ 委員 別冊ではなさそうに見えるけれども、よく見るとついている。 

○ 委員 あと、三省堂も教室で使う英語として載っていて。 

○ 委員長 別冊ではないように見えて、本当だ。これですか。もしかしたら、みんなつ

いているのかな。これですね、『Ｈｅｒｅ Ｗｅ Ｇｏ！』。 

○ 委員 その中で、教室で使う英語、あるいは会話文として載っているのが光村と三省

堂で、すぐにでも本当に使えそうな感じで、自分から進んでやるというとき、「Ａｎｙ ｖ

ｏｌｕｎｔｅｅｒｓ？」「Ｉ’ｌｌ ｄｏ ｉｔ！」みたいな感じで会話文で載っていたり

して、本当に子供たちが真似して使えそうだなというのが情景として浮かんだので、面白

いなと思いました。 

○ 委員長 ディクショナリーでも、すぐ子供が使えそうな場面のものが載っているとい

う。光村と三省堂ですね。分かりました。ありがとうございます。 

 ほか、いかがですか。構成も大分教科書によって。 

 さっき委員が、書き込みのしやすさでと保健のときにおっしゃっていたのですけれども、

私、その視点でもちょっと見たら、東京書籍は書き込みのしやすさというか、それはほか

のと比べるとすごくあるかなと。調査研究委員会のところでも、書き込みがしやすいとか、

それが分かりやすさということ。私も見ながら、書き込みがしやすい、確かにというとこ

ろは、東京書籍なんかはあるかなと。 

 あと、教科書も大きいとか、ちょっと横広とかありますけれども、東京書籍なんかはち

ょっと縦長で大きめかもしれませんけれども、書く分にはこのぐらいあったほうが書きや

すいかなというところが確かにありますね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 書き込みのしやすさという話で、６年生の自己紹介、「Ｔｈｉｓ ｉｓ ｍｅ」

というのがあるのですが、今の東京書籍の書き込み、こんな感じなのですね。小さい教科

書は書き込みにくい。あと、同じ形で比較的出ているのは、開隆堂は同じ大きさで大体同

じような感じ。 

○ 委員長 ということは、開隆堂も書きやすさはあるかな。東書と同じように。 

○ 委員 三省堂も大きくなっているというところですが、三省堂の場合は「Ｔｈｉｓ ｉ

ｓ ｍｅ」ではなくて、友達との共通点みたいな、自己紹介の仕方がちょっと違うので、そ

ういう観点ではちょっと違うところですけれどもという形です。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 例えば書き込みのしやすさみたいなところは、今、委員からもちょっとあったのですけ

れども、ただ、このタイプのＡ４、これではなくて、こっちのも幾つかあるではないです

か。教育出版、あと光村図書についてはこの形なのですけれども、この形にあえてしてい

るよさというのも何かあるのかな。どなたか何かありますか。 

 それ以外でも何でも、ほかにございますか。 
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 教育出版を見ていたのですけれども、ここに書いてあるように、イラストに多様性だっ

たりとかというのが確かに配慮が感じられるなというのが教育出版で、最初のところが、

５年生の12、13ページ、ハルトさん、車椅子に乗っているお子さん。つまり、こういうお

子さんが、いろいろなお子さんがいますよと。多様性を。あとは、人権的な配慮を含めて、

最初のこのところから、この教科書は一貫してそういう配慮がところどころに入っている

のかなというところは、この調査研究委員会のまとめのところにもありますけれども、そ

の辺は最初のところをめくったところからすごく感じたところです。 

 ほか、何かございますか。 

 例えば啓林館はさっき話題に出ていなかったかな。ブルースカイですね。これは別冊に

はなっていないけれども、ディクショナリーがリストということで、ワードリストで後半

に載っているのですね。だから、別冊にしているか別冊にしていないかというところがあ

るのかもしれない。これもその辺は入っているかなと。 

 いかがでしょう。啓林館を見ていて、こういうところは確かにほかの教科書と比べて分

かりやすさがあるかなとか、何かその辺があれば。いかがでしょう。何かございますか。 

 私、ちょっと見切れていない部分はあるかもしれないですけれども、ブルースカイの啓

林館については、５年生の最初の見開きのところ、目次があって、アルファベットがあっ

て、その次に、コミュニケーションに大切なことというのが整理されているのですけれど

も、これは外国語の学習、英語の学習を通して、どこにも大切にするところかなと。 

 昨日、本校の５・６年生の授業を見たときに、相槌というところも大事だというところ

は、ＡＬＴのほうがそういうのが大事だよねということを伝えている場面もあって、やは

りコミュニケーションに大切なことがこういうふうに整理されているというのは、すごく

啓林館は見やすさがあるかなということは見ていて感じたところです。 

 ただ、ほかのところももしかしたらこういうページがあるのかなと。私、見切れていな

い部分があるのかなと思って、そういうところで、ほかに何かありますか。コミュニケー

ションでこういうところを大切にしていこうよ、みんなというのが散りばめられているこ

とはあると思うのですけれども、まとめて資料としてこんな形で載っているみたいなこと

というのは、ざっと見た感じ、そこは目につかなかったところはあるのですけれども。 

 そこは離れて、ほかに何か。 

○ 担当 今の点で言うと、『Ｈｅｒｅ Ｗｅ Ｇｏ！』、光村の初めのほうに「いつも大

切」というページがあるのです。初めのほうに、ぺらっとなっている。私は今、『Ｈｅｒ

ｅ Ｗｅ Ｇｏ！』、６年生の９ページ、「いつも大切」というふうに、ぺらぺらと書いて

います。ここに、スマイル、アイコンタクト、クリアボイス、レスポンスといって、どの

英語の授業でもこれをちゃんといつも大切にして、英語の授業をやりましょうというふう

に載せているのが光村です。これは調査研究委員会の基礎資料にも掲載されています。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 ほか、いかがでしょうか。 
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 ほか、何かいかがですか。 

 では、事務局のほうから何か補足はございますか。 

○ 担当 １点だけ。 

 今回の教科用図書の採択で、子供が使うデジタル教科書の使い勝手の要素を加味してよ

いと言われているのがこの外国語だけなのです。そういった意味では、調査研究委員会か

らのまとめで、全社用意しているのですが、特に調査研究委員会としては注目すべきと言

っているのが、御紹介させていただきますと、東京書籍の２番に書いてあります。児童用

デジタル教科書は、映像が多く興味を引きやすい上、字幕の有無を選択することができる。

これがまず東書の２番目です。あとは、啓林館の３番に、やはりデジタル教科書では、歌

やチャンツの字幕が進み具合をなぞって表示されるので分かりやすいというふうに、デジ

タル教科書についてはこの２社、調査研究委員会からは報告が上がっておりますので、御

報告させていただきます。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございます。 

 あえてその２社はデジタル教科書というところで書いてあるのですね。分かりました。

ありがとうございます。 

 それでは、外国語のほうよろしいでしょうか。意見のほうを出していただいたというこ

とで。 

 ありがとうございました。 

 では、最後になります。特別の教科道徳につきましても結構多数のものがございますの

で、道徳のほうも調査研究委員会のまとめのほうを御覧いただいて、お願いいたします。 

 では、委員の先生、いかがでしょうか。道徳もちょっと多いので、いかがでしょうか。

何かございますか。 

 文京区ということでいくと、光村の６年生の教材に小川笙船の教材がありと。これは地

域の特性に合った教材かなということは、調査研究委員会のところにも書いてあります。 

 どうぞ。 

○ 担当 道徳、同一教材がなかなかなくて比べづらいと思うのですけれども、手品師が

同一教材としてございまして、光文書院は５年生、学研が５年生、ほかのものは６年生に

載っていますので、もし手品師の同一教材で、６社全てあるものですので、比較するとき

にもし検討があれば見ていただけると。光文書院が５年生。 

○ 委員長 ５か６なのですよね。 

○ 担当 はい。２社が５年生、４社が６年生、光文書院と学研が５年生になります。そ

れ以外は６年生で載っておりますので、もし同一教材ということであれば、そこで御確認

ください。 

○ 委員長 これも挿絵というか、これで雰囲気が全然違うのですよね。あと、５年生扱
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い、６年生扱いと。 

 ほか、今の例えば同じ教材で比べるということになると、手品師がというところがあり

ましたけれども、それを確認していただいて、その御意見でもいいですし、ほかのことで

何か気づかれたことあれば、そこも含めてお出しいただければと思います。いかがでしょ

うか。 

 お願いします。 

○ 委員 やはり道徳だと、それぞれの子の考えとか書き方、その子の表現の仕方という

のが様々にあって、そういった多様性を生かしながら高めていくというのが大切な教科か

なと思うのですけれども、文京区の子供たちの様子も考えると、６社のうち１社、日本文

教出版だけ道徳ノートという別冊のワークシートブックみたいなものがあるのですけれど

も、こういうのが書きやすいという子供の実態であれば、この冊子も非常にいいかと思う

のですけれども、文京区の子供の実態を考えると、これはなくてもいいのではないかなと

いうふうに率直に思いました。ですから、ほかの５社のほうが子供の書き方とか表現の多

様性がより伸ばせるのではないかなという気はしました。 

○ 委員長 教科書がほかと違うのだけれども、それが文京区の子供から、これよりはそ

れぞれの担任だとか、また違う形でというほうがなじみやすいのかもしれないということ

ですね。これは１社ですね、日本文教出版。分かりました。 

 ということで、それ以外はないということですから、どんなふうに子供に振り返らせて、

そこは文京区の子供たちに合ったそれぞれの先生方が工夫していけばいいかなというふう

に思っています。あることによって、使い勝手がいい面もあれば、ちょっとなじまないと

いうところもあるかもしれませんね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 東京書籍と日本文教出版と学研のそれぞれの教材の最後のほうに考えようと

か手引きみたいなのが載っていますよね。そういうのが適度かなと。ほかの今言わなかっ

た社のやつは、たくさん書かれていて、書かれ過ぎてしまっていて、採用しなければいい

だけなのかもしれないですけれども、いざ授業をやるというときには、それで結構縛りに

なってしまうときがあるので、今日も授業観察で道徳を見たのですけれども、今の道徳は

国語の読み取りではないので、読解みたいになってしまわないようにするために絞ってい

かなければいけないので、議論させるとか、考えることを絞っていかなければいけないの

で、あまり丁寧過ぎる、いろいろな発問が載っているのはどうかなというふうに思います。 

○ 委員長 そうですよね。それに縛られてしまう。 

 ということは、今、どこがいいと。 

○ 委員 東京書籍、日本文教出版、学研は、その点では適度な投げかけでした。 

○ 委員長 ということは、ほかはそこがもっと多かったり、縛られやすいみたいなとこ

ろがある。 
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○ 委員 国語の読解めいたところがちょっとあるかなという感じがしました。 

○ 委員長 分かりました。 

 ほか、いかがでしょうか。何かございますか。 

 お願いします。 

○ 担当 今、委員が言ってくださったことは、調査委員のほうでも話が上がっていて、

例えば教育出版とかは、低学年が物語教材で、中学年が生活教材で、高学年は主に人物教

材になっているのですけれども、高学年の特に人物教材は、文章の記述がやや詳しくて読

みに時間がかかるため、指導上、工夫する必要があるねというようなことで、教育出版は

話がありました。 

 あと、光文書院さんも、発問が４つ、全ての学年で１年生から全て４つあるので、その

辺りも今、校長先生がおっしゃっていただいたところで、もちろん丁寧で分かりやすいと

いうところもあるけれども、時間的にじっくりというふうに考えると、少し光文書院さん

も指導上の工夫は必要かなというような話はございました。 

○ 委員長 ほか、どうでしょうか。 

 どうぞ。 

○ 委員 道徳ですごく感じるのが、文京区の子供たちは勉強はよくできるので、道徳で

も、何が正しい答えなのかというのを頭で分かってしまう。だから、結構ヒントがたくさ

ん、例えばいじめをなくすとか、そういうふうにタイトルで書かれていたりとかすると、

それにふさわしい解を出してしまえてしまうというのがすごくあるなというのを感じるの

です。 

 でも、これは頭で解を出すことではなくて、心を動かすことが道徳は大事なので、教育

出版は全部タイトルに目的が書かれていて、そうすると解が分かってしまうなというふう

に思うのですけれども、見ていたときに、例えば東京書籍はめあてみたいな、「保護者の

皆様へ」といって後ろのページに心の力持ちを目指してということを願って編集しました

というメッセージも書かれていたりとか、ある程度書かれているけれども、物語から答え

がない中で受け取りながらというのが、空間があるのがすごくいいなと思いました。今の

が東京書籍です。情報が逆にあまり丁寧ではなくて、空間があるというか。 

○ 委員長 子供が考える幅がということですよね。ありがとうございます。 

 どうでしょう。ほか、いかがでしょうか。 

 お願いします。 

○ 委員 学研の１つ特徴だなと思って、これがいいなと思ったところなのですけれども、

道徳というとキャリア教育とのつながりというのが非常に大切になってくるかなと思って

いて、そういった中で、先ほど他の委員もおっしゃっていただいていたのですけれども、

話し合って、友達の考えを知るようなページが結構あって、例えばこれからの自分につい

て考えようというところに、自分の考え、友達の考えというのが載っていたり、５年生の

13ページのところに心のパスポートというページがあって、これからの自分について考え
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ようで、自分の考えと友達の考えを書くような欄とか、あとは５年生の133ページにも、話

し合って考えたこと、分かったことということで、話合いの場を設けて、それについて考

えたこと、感じたこと、分かったことというのを書かせる欄が設けられているので、そう

いうふうに話合いをさせるようなページがあるなというのを感じたのと、あと、現代だな

と思ったのが、ＳＮＳのこういうページがあって、ＳＮＳにアップする前に一呼吸といっ

て、友達から送られてきたからこの写真をアップしようみたいなのに、ちょっと待ってみ

たいな、そういうのが載っていたりとか、現代に合わせていて、かつ、キャリア教育にも

力を入れているような感じを得たのが学研のものでした。 

 もう一つ、違う観点でいいなと思ったのが、光村図書さんがＳＤＧｓのことを各ページ

の右下、これも５年生なのですけれども、右下に数字が書かれていたり、ところどころＳ

ＤＧｓのマークが載っていて、ＳＤＧｓとの関連を、このページはＳＤＧｓとの関連があ

りますよということをしっかり明示しているというのは一つ特徴的で、ＳＤＧｓを意識さ

せる、持続可能なというものを意識させるにはいいのかなというのを感じました。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 では、ほかはいかがでしょうか。 

 私、見ていて、例えば教材名があって、その教材はこういうお勉強だよと。でも、その

もっと大きな上に、それが、自分のことなのか、社会と私ということなのか、あなたと私、

相手がいて自分がいてと、その辺を大きく明確に示しておくというのは見通しが持ちやす

いと思うのですけれども、そう考えると、最初の目次のところで、いろいろな表現の仕方

はあるのですけれども、例えば学研は教材がばーっと最初に並んでいて、その後ろに、私

のことだよ。だから、私に関係すること。あなたと私、あなたがいて、私との関わりとか、

社会と私、命や自然、こんなふうに分かれているのがすごく見やすいと思っていて、そう

いう視点で見ていくと、例えば学研はそういう構成になっているのですごく分かりやすい

なというのと、あと、同じような感じが教育出版も、大きく４つに、そのお勉強はこの教

材でするのだよというようなことが出てきている。あともう一個が、これはこんなふうに

ページで、２、２で４つに分かれていて、東京書籍ですね。これも分かりやすいなと。 

 あと、光文書院はちょっと書き方が違うのですよね。ただ、この４つだよと。自分のこ

と、ほかの人とのこと、これと教材はちょっとリンクしていないところはあるのですが、

今言った３つなんかは、その辺が分かりやすいから見通しが立ちやすいかなというような

ことは感じたところです。 

 では、事務局のほうから何かございますか。 

○ 担当 ２点ございます。 

 １点が、お話の中でも上がっていた、教材の題名があるところに、あらすじがそれこそ

載っていたりとか、それこそあまりそこはもう誠実というキーワードだけになっていたり

とか、その辺りも、文京区の子供たちにとってはどっちがいいのかなということで、研究
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のほうでも話がありまして。きゅっと締めてしまうよりも、広く最初、教材から出会って、

内容を読み取っていくというほうがいいのかなと。あらすじでひゅっと乗るよりもという

ような話がございました。 

 あと一点、タブレットのＱＲで、こういうコンテンツの心情メーターみたいなものが動

かせて、それぞれ今、手品師で作ってみたのですけれども、こういうふうにすることで、

東京書籍と日本文教出版がこういうものがあったので、先生たちがもし使いやすければと

いうことで、研究委員のほうで話が上がりましたので、報告させていただきます。 

○ 委員長 心情メーターがあれなのですね。ぴっと。 

○ 担当 ここが動かせて、どちらにするというときには、１回目はこっちで、次、２回

目は子供たちで、タブレットで話していくというのも使いやすいのではないかというよう

なこともありました。 

○ 委員長 分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、特別の教科道徳のほうについては、もう御意見をいただいたということでよ

ろしいですか。 

 ありがとうございました。 

 それでは、この後、少し休憩を取りまして、今度は、前回の意見を出した答申文のほう

を確認するという形にさせていただきます。 

 では、お時間のほう、トイレ休憩ということで、３分ぐらいでよろしいですか。あの時

計で58分ということで、３分少々トイレ休憩等をしていただければと思います。 

 

（休  憩） 

 

○ 委員長 それでは、再開をさせていただきます。 

 お手元の資料１、令和６年度より使用する文京区立小学校教科用図書についての答申案

を御覧ください。 

 まず、この答申文の構成について、事務局のほうから御説明をお願いします。 

○ 担当 それでは、お手元の答申文の構成について、概要を説明させていただきます。 

 まず、前回御審議いただきました内容につきまして、今回、答申文案を作成しておりま

す。答申文案の構成となりますが、冒頭の文章には、学習指導要領に記載されています各

教科の目標や狙い等について書かれております。その下に、今回御審議いただきました内

容について、事務局でまとめた各発行者の内容についての記載がございます。 

 以上です。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 では、答申文の審議の内容、あと進め方について、副委員長のほうから、何かありまし

たらお願いします。 

○ 副委員長 今ございましたように、前段のところは学習指導要領の内容に基づいて書
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いておりますので、事務局の作ったものにお任せをいただければと思います。 

 その後の各発行者の記述でございますが、公平性の観点から、特定の発行者について詳

しく書くということがないように配慮しております。若干、改行位置等の関係で１行ぐら

い多い、少ないということはあるかもしれませんけれども、基本的には同じような分量で

書いているところでございます。 

 前回、それぞれの教科で話題になったことを思い出していただいて、この議論について

はぜひ載せたいけれども漏れているというようなことがあれば御指摘をいただいて、事務

局でそれを反映させていただければと思います。 

 なお、事務局の都合で大変恐縮ですが、本日は算数から御審議いただきたいと思います。 

 私からは以上でございます。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 それでは、今、副委員長のほうからお話があったとおりでございますが、審議について

は、今、御説明のあった進め方でよろしいですか。 

 では、本日は時間の関係で算数のみといたします。 

 算数のページをお開きください。ここに書かれた内容をお読みいただいて、前回審議し

た内容がここに反映されているということだと思うのですが、こういうところの記述がち

ょっとないのではないかとか、思い出していただいて、もし何かありましたら御意見をい

ただければと思います。 

 では、算数の部分、ちょっとお時間を取りますので、よろしくお願いいたします。 

○ 担当 では、私のほうから読み上げさせていただきます。 

 まず、東京書籍になります。 

 東京書籍は、各単元の冒頭が、全学年からのつながりを意識した構成になっている。ま

た、４年生以上では、世界レベルで活躍する方々の算数との関わりを掲載し、算数の身近

さを味わい、意欲が高まるよう工夫している。単元の後半では、問題解決に取り組めるよ

う吹き出しや発言をシンプルにしている。二次元バーコードで読み取るコンテンツでは、

単元の導入時に動画が用意されており、学習の内容に児童が興味を持つための工夫がされ

ているとさせていただきました。 

 大日本図書は、目次を見るだけで、下学年から上学年へ単元のつながりが見えるように

工夫されている。学習の過程を「問題をつかもう→自分で考えよう→学び合おう→まとめ

よう→使ってみよう→振り返ろう」のタグで示し、児童自身がどの活動をしているのかを

明確にする工夫がされている。二次元バーコードで読み取るコンテンツが多数用意され、

年間を通した学習を振り返ることができる工夫がされている。 

 学校図書です。学校図書は、数学的な見方・考え方を様々な場面で使えるよう、キャラ

クター化したマークを使い、児童が楽しみながら算数の思考を深められるよう工夫されて

いる。身の回りの図形や教材が豊富に記載されているとともに、３年生以上に特設ページ・

端末ページとして、「図や表を使って問題を考えよう」というページが設定されている。
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「なるほど算数」で円周率の歴史を扱うなど、学習の内容に児童が興味をもつための工夫

がされている。 

 教育出版は、新学期の初めに授業の中で伝え合い・学び合うための授業開き特設教材の

掲載や、単元末に学んだことの要点を押さえる４コマ漫画を設定している。問題解決の手

だてとして図で表現することを大切にしており、図を描かせるための工夫がされている。

４年生以上の巻末には、「広がる算数」が各単元のまとめからリンクし、ＳＤＧｓ等につ

いて扱いながら算数の学習と現実世界を繋げる探求的な教材を掲載している。 

 ページをおめくりください。 

 啓林館になります。啓林館は、多数用意されているデジタルコンテンツは、教科書内の

二次元バーコード近くに内容の見出しが付いていて、デジタルコンテンツを開かずとも分

かるように工夫されている。学習のまとめでは、協働的な学習を通して分かったことの「ま

とめ」を、算数が苦手な児童にとっても分かりやすい言葉で例示している。３年生以上に

「わくわくＳＤＧｓ」のページを設け、児童が算数での学習を生かして「現代的な課題」

について考える学習の充実を図っている。 

 日本文教出版は、全時間に「めあて」と「まとめ」が記載され、見てすぐ分かる学習の

流れになっている。めあての近くに、見通しを立てたり、筋道を考えたりするための着眼

点を「見方・考え方」としてはっきりと明記しているため、児童が意識して学習しやすい

よう工夫されている。より多くの子供たちが興味・関心を持って取り組むことができるよ

うに補充問題が「基礎・基本」「応用・発展」「探求」的な問題の３段階に分かれている。 

 以上になります。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 前回やった算数について、今、答申文のほうが読み上げられましたが、内容について御

質問、御意見がありましたらお願いいたします。 

 いかがでしょうか。特にいいですか。 

 特に意見がないようですので、算数については以上で終わりにしたいと思います。 

 では、時間となりました。本日の審議についてはここで終了とさせていただきます。ど

うもありがとうございました。 

 では、本日の審議内容について、答申文のまとめ方、副委員長のほうからお願いいたし

ます。 

○ 副委員長 前回に引き続き、御審議をいただきまして、ありがとうございました。 

 本日、教科用図書調査研究委員会からの報告のまとめを踏まえ、皆さんからいただいた

御意見を事務局で答申文案としてまとめて、次回、７月３日に内容を御確認いただく形を

取らせていただこうと考えておりますけれども、よろしいでしょうか。 

 そのことについて、次回の審議会で審議できればと存じます。 

○ 委員長 今、副委員長のほうから御説明がありました。 

 今回、意見を出したものについては、事務局が答申文案にまとめをしていただいて、次
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回、それが同じように提示され、今日できなかった算数以外のもの、あと今日審議した御

意見を伝えたもの、それをまとめてという形になります。 

 では、次回、７月３日月曜日18時から、残りの答申文の審議ということで行いたいと思

います。それぞれ御多用とは思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、事務局のほうからお願いいたします。 

○ 担当 第２回の議事録及び前回の答申文案を机上配付させていただいております。も

し何かお気づきの点等ございましたら、次回までに、また私へ御連絡いただければと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

○ 委員長 ありがとうございました。 

 では、会議録についても、何かあれば事務局のほうにということで、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、以上で本日の審議を終了いたします。本当にありがとうございました。 


